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隔を縮め遂には一線に収敬する様になり，椎間板の
ゴム様弾性は次第に完全弾性体に近ずく。上部椎間 
板より下部民至るに従って曲線の傾斜は緩かとなり
弾性履歴現象は大きくなり弾性率も小となる。乙れ
は下部椎間板の弱点を示し，ヘルニア，とり症等の
起りやすいのと符合する。弾性率は 102~36 fL分布
し DiskogramfLて変性の大なるもの程低い。
レ線的に実験的 Diskogram を行い形態により
工 ~V型K分類した。レ線的変性度は下部椎間板に
至る!こ従い，叉年令の高まるに従って高度となる。 
造影剤は少量では亀裂の輪廓を示し大量では陰影が
太くなる。変性度により針先が線維輪に入り線維輪
の造影される時もある。加圧時の Diskogram fL 
より椎間板ヘルニアを起すもの，椎体方向へ脱出す
るものを観察した。操り試験に於て Diskogramは
少しく変性度を増した。錐叉はメスを刺入して加圧
振り試験を行ったがへjレニヤは起らなかった。ヘル
ニアは械機的因子のみによって起る事は少い。 
21. (1)変形性脊雄症について
塩谷病院整形渡辺良彦 
レ線的l乙変形性脊椎症的傾向を示す疾患を，その
genese を推測して分類して見た。此の分類と治療
法及び予後との関係に考案を加えた。 
(2) (イ)先天性頚椎癒合症
第 3~第 4 頚椎癒合症の 1 例を報告し， その脊髄
麻痔症状は自然治癒を見易いことを強調した。
(ロ〉 へヴエルデン氏結節 
ヘヴエルデン氏結節の 2例を報告した。本症の特
長の他に， 2例i乙共通点として，薬物に対する発疹 
素因，性交時苦痛を見た。
22. 教室に於ける最近 5年間の脊椎過敏症の統
計的観察
千大整形石川芳光 
5年聞に教室を訪れ脊椎過敏症の患者は 254例で
男85，女 169で男女比は 1:2である。平均年令は 
27.5 才で 19~28 才才が過半数を占める。調査し得 
た175例中，叩打痛は 168例fL，圧痛は 163例，運
動痛は 80例に証明した。「レ」線を検査し得Tこ154
例中，脊椎糠突起乱れを有する症例は 114例，右方
への乱れ 60例，左方への乱れ 54例で左右差は認め
られない。叩打痛，圧痛の部位と腕突起乱れの一致
したものは 86例中 70例であった。 184例について
の血沈の結果は 115例が 1時間中間値 10mm以下 
で， 60例は 30mm以下， 30mmを加えたものは
9例のみであった。
来院前の診断で脊椎カリエス叉は脊椎カリエスの
疑とされたもの 32例で全症例の 12.6%~乙及んでい
る。既往症としては肺結核 13例，肋膜炎 22例が最
も多い。現在の合併症は肺結核6例，梅毒(ワ氏反
応強陽性) 3例，胃疾患3例が主である。
遠隔成績は 89例中 84例迄が全治叉は著明な軽快
を示し予後は良好である。尚苦痛の持続した期間は
76例中 53例は 1年以内で大部分は 3年以内である
が， 3年以上のもの 10例を算し中 1例は 11年に及
ぶものもある。尚「レ」線的に微細な骨変化につい
て言及したが脊椎過敏症との関係は明確でなく今後
の研究にまちたい。
23. 腰痛患者52例についての 2，3の知見
千葉労災協会病院外 科蜂谷 清
整形外科平岡駿一
梅田弘
昭和 32年 10月より， 昭和 34年 5月迄の 1年 8
カ月間外科外来患者総数 1347例中 69名の腰痛患者
を経験し，その中 52例についてレ線検査を施行す 
る事が出来たので統計観察し報告した。
1) 脊椎分離症が 52例中 8例， 疑のおかれるも 
の2例で，諸家の報告例中やや多い方l乙属す。重労
働者，腰部外傷が本症の発生K密接な関係をもっと
思われる。
2) 坐骨神経痛を主訴として来た 62才の女子は
貧血があり，諸種検査の結果骨髄腫であった。
3) 腰痛患者を保存的治療中，運動，知覚障碍，
根性症状が軽快せるにも抗らず，尚腰痛を訴えた患
者Iζ，大網膜腫癌，大網膜癒着+S状結腸癒着， s 
状結腸癒着の 3例があり，この手術iとより腰痛が軽
J快した。 
24. 過去 1年間の外来及び入院患者統計
浦賀ドック病院整形坂巻 賠
浦賀ドック病院整形外科開設以来 1年間の患者疾
患別統計を行い，入院手術例例 54fLっき術式別に
観察したが，未だ比較検討に足る症例数がないので
単なる列記K止まった。
25. 診療偶感
石橋外科石橋文太
内反足の治療法としてギプスシーネ利用の一新包
